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〔将来像〕 

子どもから大人までが「めぐろの環境」について学び、自発的に環境にやさしい暮らし方

を賢く選択しています。一方、事業者においても環境に配慮した事業活動が浸透しています。 

目黒区エコプラザが地域の環境保全活動の拠点としての役割を果たし、多くの区民や団体

で連携した活動やネットワークの形成が見られ、活動の輪が広がります。 

〔取組方針〕 

こうした将来像を目標に、環境への気づき、環境にやさしい暮らし方の実践につながる学

習や体験の機会を増やすとともに、気づきから行動へ促すことができるよう、日常生活や事

業活動の中で実践できる仕組みづくりを行います。 

また、環境学習等に参加した人々が、地域の環境保全活動や人材育成に携わり、環境を守

りはぐくむことを地域に広げ、次の世代に伝えていく活動を支援していきます。 

 

 

 

 

  

（イラストはイメージです） 

環境を守りはぐくむ⼈を育てる 

 

基本方針５ ひとづくり 
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指標の評価 

：目標値を達成   ：目標値に近づいている   ：目標値に近づいていない  －：現状値を把握していない 

指標項目 
基準 
年度 

基準年度末 
時点実績値 

２０２０ 
（令和２） 
年度末実績値 

目標 評価 

成果指標      

 環境保全に関する取組
に参加してみたい又は
参加したことがある人
の割合※１ 

２０１６ １４.４％ １３.２％ 増加 
 

取組点検項目      

 

出前講座実施回数（☆） ２０１０ 

小学校出前講座 

１５校７９４人  

小中学校出前講座 

１回７０人 

 

その他出前講座  

３回４２人  増加 

 

子育てママの 

エコ入門 

１０組２０人     

子育てママの 

エコ入門 

３組６人 
 

 環境配慮活動団体数 
（目黒区エコプラザ支
援団体）（☆） 

２０１０ ８団体 １２団体 増加 
 

 環境配慮活動団体数 
（スイーパーズ活動団
体）（☆） 

２０１０ ３２団体 ３５団体 増加 
 

 環境配慮活動団体数 
（グリーンクラブ、公園
活動登録団体の合計数）
（☆） 

２０１４ １０７団体 １１５団体 増加 
 

 環境推進員ステップア
ップ講座・交流会参加者
数（☆） 

２０１０ ２０人 中止※３ 増加 －※３ 

※１ Ｐ８１の区民に対する『環境に関するアンケート』の「２．環境にやさしい行動の取組状況について」の問７の★５マー

クの項目の集計結果の平均値から算出。 

※２ P７１「標本誤差について」により、数値の増減は誤差の範囲内のため、評価は「目標に近づいている」としました。 

※３ 新型コロナウイルス感染症対策のためステップアップ講座・交流会の開催を中止しました。 

 

 

２０２０（令和２）年度の成果 

⚫ 出前講座実施回数については、新型コロナウイルス感染拡大防止の影響により、回数が大幅

に減少しました。 

⚫ 環境配慮活動団体数について、環境に取り組む団体が着実に増加しています。 

  

※２ 
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施策の目標5-1  環境教育・学習の機会の充実 

 

施策の進め方  

地域の環境をよくしていくためには、環境保全の大切さや環境問題の現状を知り、家庭や

地域の中で環境に配慮した行動を積極的に進めていくことのできるひとづくりが何より重要

です。 

区では、これまでにも学校版めぐろグリーンアクションプログラムの推進等、学校におけ

る環境教育や、エコプラザを拠点とした講演会や講座の開催等に取り組んできました。 

今後も、学校やエコプラザを中心に、環境教育・学習の機会を幅広く提供していきます。

また、地域の主体的な環境学習への支援、自主的に活動できる人材の育成を進めていきます。 

 

●環境推進員の育成 

地域において積極的に環境保全活動を行うことのできる人材（環境推進員）を育成することを

目的として、フィールドワークやグループ討議・発表等、全６回の連続講座を実施しています。 

２０２０（令和２）年度は、新型コロナウイルス感染症対策のため中止となりました。 

 

●エコプラザを活⽤した環境学習 

環境に配慮した生活を提案するため、身近な体験を通して

楽しく学べる、さまざまなテーマの講座・講習会を目黒区エ

コプラザで開催し、参加人数は合計で５７４人でした。 

なお、２０２０（令和２）年度は、「高齢者センターオン

ライン講座」を新たに実施しました。 

＜環境学習の内容と参加人数＞ 

 

 

  

講座・講習会名 参加人数 

出前講座（小学校・学童保育クラブ等） ７０ 

子育てママのエコ入門 ６ 

修理コツコツ講座 ２０ 

何でもつくり隊 ３６７ 

サロン・エコライフ ６９ 

高齢者センターオンライン講座 ４２ 

（合計） ５７４ 

＜サロン・エコライフ＞ 

「食う→食われる 生き物モビール」 

（単位：人） 

＜修理コツコツ講座（包丁研ぎ）＞ 
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●環境学習機会の提供 

自発的な環境活動へのきっかけとして、身近なテーマで大人から子どもまでを対象とした講演

会などの開催を予定していましたが、新型コロナウイルス感染拡大防止対応のため、中止となり

ました。 

 

●学校等における環境学習の推進 

学校における環境学習活動の充実を図るため、学校全体で環境活動に取り組むための仕組みで

ある「学校版めぐろグリーンアクションプログラム」を区立小中学校全３１校で行っています。

なお、2020（令和２）年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響により休止となりました。 

 

 

●多様な媒体を活⽤した環境情報の発信力の強化 

６月の環境月間に、総合庁舎本館西口ロビーで環境パネ

ル展を開催し、ハクビシン相談・捕獲事業、温暖化防止対

策、ポイ捨て防止、ＶＯＣについて等の啓発を行いました。 

また、エコプラザだよりの発行（計１２回）やホームペ

ージなどを活用した、広報の充実に努め、目黒区エコプラ

ザの利用促進を図りました。なお、さまざまな機会、媒体

を活用することで、環境情報の発信力を高めました。 

 

 

 

◇２０２１（令和３）年度に実施する主な施策の内容 

・２０２１（令和３）年度も、新型コロナウイルス感染症対策として、人が多く集う催しは開

催が難しいと考えられます。その中で、目黒区エコプラザに来館した方が気軽に学び、その

成果を持ち帰ることが出来るよう展示物やミニ講座「サロン・エコライフ」の充実化を図っ

ていきます。 

  

（単位：人） 

講演会名など 内容 延参加人数 

環境講演会 「 海―消えたプラスチックの謎 」 中止 

環境パネル展 「 増えつづける海洋プラスチック 」 中止 

消費生活グルー

プ等によるパネ

ル展示 

「はじめよう！コロナと共に、 

未来のためにできること」 
約１００ 

 

＜環境学習の内容と参加人数＞ 

 

＜目黒区エコプラザの利用状況＞ 

利用項目 
登録人数 
／利用件数 

新規利用登録人数 ９４人 

活動室利用件数 １５５件 

図書貸出し件数 ３０６件 
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＜生ごみ堆肥化機械＞ 

施策の目標5-2  環境保全活動の推進 

 

施策の進め方  

区民が環境教育・学習を通じて学んだことを活かし、地域の中で環境保全行動を実践して

いくことができるよう、自主的に活動する人材がリーダーとなって、地域で活躍する仕組み

を整えていきます。 

また、事業者も地域の一員として、事業活動における環境負荷の低減、環境への配慮に取

り組んでいくことも重要です。 

このため、区は、事業者への普及啓発、自主的な環境配慮行動への支援に努めていきます。 

 

●めぐろエコサポーター制度登録者への活動⽀援 

エコサポーター制度登録者は、２０２０（令和２）年度末で１１０人となっています。毎月エコ

サポーターに情報提供を行いましたが、協会のイベントや講座が新型コロナウイルス感染症対策の

ためほとんどが中止となりました。エコライフめぐろ推進協会ホームページ上にめぐろエコサポー

ター専用ページを作成し、情報の提供を行いました。 

 

●環境に配慮した事業活動の促進 

製造業、建設業、情報通信業及びものづくりにかかわる、

ソフト産業を主たる事業として営む区内中小企業の国際標準

規格であるＩＳＯ９０００並びに１４０００シリーズの取得

に対して、費用の一部を助成しています。２０２０（令和２）

年度は１社からＩＳＯ９０００とＩＳＯ１４０００の申請が

ありました。 

また、環境問題について考え、省エネルギーや緑化のため

に具体的に行動する仕組みである、めぐろグリーンアクショ

ンプログラム（事業所版）を推進しました。認定会を２回開

催し、新規認定が０件、更新認定が７件、中間報告が１件あ

りました。 

 

●⾃主的な環境学習の⽀援 

環境学習施設として、駒場野公園内に生ごみ堆肥化機械を

設置し、家庭から出る生ごみの堆肥化活動の支援を行ってい

ます。利用回数は３４回と、新型コロナウイルス感染症対策

のため、施設の利用を休止したことで、２０１９（令和元）

年度の４２回から減少傾向となりました。 

 

◇２０２１（令和３）年度に実施する主な施策の内容 

・エコサポーター制度登録者が自主的な活動に取り組めるよう支援していきます。 

・区内中小企業でものづくり事業を営む事業者に対し、国際標準規格の取得支援事業を行い

ます。 

・生ごみの堆肥化事業を引き続き実施し、自主的な環境学習を促します。 

＜めぐろグリーンアクション 

プログラム（事業所版） 

（認定事業所ステッカー）＞ 
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施策の目標5-３ ネットワークの形成 

 

施策の進め方  

地域と地球の環境を守りはぐくむまちを実現していくためには、環境保全活動の輪を広げ、

さまざまな主体が連携して取組を進めていくことが重要です。 

このため、環境推進員や環境配慮活動団体のネットワーク化を図り、環境活動に取り組む

区民や団体どうしの交流、連携を促進していきます。また、区民、団体、事業者、区等が    

参加、話し合う場の提供等を通じてパートナーシップを構築していくことも大切です。 

さらに、他地域との連携により、行政の垣根を越えてあらゆる主体が連携し、広域的に環境

問題への対応を進めていくよう努めます。 

 

●環境推進員のネットワーク化 

環境推進員が、区や団体などと協力して地域で活動していくためのステップアップ講座や、 

交流会などを開催して、環境推進員が協力し合って地域で活動できるように、連携を図っていま

す。２０２０（令和２）年度は、「現場から見た目黒区のごみ収集の現状」をテーマにステップ

アップ講座を予定していましたが、新型コロナウイルス感染症対策のため中止しました。 

●めぐろエコサポーター制度登録者への活動⽀援【再掲】 p.５６参照 

●地域の環境保全活動の普及および参加促進 

２０２０（令和２）年度の「エコまつり めぐろ２０２０」

は各環境保全活動団体の出展意向調査など開催に向け準備を

すすめていましたが、新型コロナウイルス感染症のまん延状

況を踏まえ中止としました。多くの活動団体においても新型

コロナウイルス感染症対策のため、活動を自粛せざるを得ず、

参加を議論する打ち合わせもできない状況でした。 

また、地域の環境保全活動の活性化につなげるため、幅広

い環境活動に継続して取り組んでいる区民・団体・事業者を

顕彰する「エコ・チャレンジ顕彰」を、２００１（平成１３）

年度から開始し、２０１９（令和元）年度までに５７人の区

民、５４団体、１４事業者の方を顕彰しています。２０２０

（令和２）年度は、以下の２団体を顕彰しました。 

 

＜被顕彰者及び顕彰理由＞ 

被顕彰者（敬称略） 顕彰理由 

特定非営利活動法人 

青松の会 おおぞら 

オリジナルエコバッグの作製によりプラスチック削減を推進すること

で、区民の使い捨て型ライフスタイルを見直すきっかけを作り、区内の

環境負荷の低減に大きく貢献している。 

特定非営利活動法人 

３６５ブンノイチ 

様々な職種のメンバーが集まり、アート作品の制作による落書き防止対

策を行うことで、地域住民や企業と連携しての地域社会づくりと区内の

環境美化に大きく貢献している。 
  

＜エンノシターズＣＵＢＥ＞ 

＜はんどめいどエコバッグ＞ 
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●区⺠・団体・事業者のパートナーシップによる環境施策の推進 

協働による環境保全活動の推進に向けて、目黒区環境審議会を２回開催し、環境保全施策に

ついての情報提供や報告を行いました。また、区民や事業者などが参加し、地球温暖化対策に

ついて話し合う場となる地球温暖化対策地域協議会を２回開催しました。（いずれも新型コロ

ナウイルス感染症対策のため、書面開催となりました。）協議会では、「目黒区地球温暖化対策

地域推進計画」の進捗状況を確認し、目標に向けた効果的な取組について検討しました。 

＜目黒区環境審議会の開催内容＞ 

回・開催日 内容 

第１回 

２０２０（令和２）年 

１１月９日（月） 

（書面開催） 

報告事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報提供 

（１）ハクビシン・アライグマの相談・捕獲処分業務の

実績について 

（２）２０２０めぐろの環境令和２年度版環境報告書の

発行について 

（３）指定喫煙所の休止状況について 

（４）民間の屋内型喫煙施設に係る整備費補助事業につ

いて 

（５）住宅用新エネルギー及び省エネルギー設備設置費

助成事業の実施について 

（６）目黒区地球温暖化対策地域推進計画（第二次計画）

の改定時期の延期について 

 ・羽田空港新飛行経路の運用に係る騒音測定について 

第２回 

２０２１（令和３）年 

２月１０日（水） 

（書面開催） 

報告事項 

 

 

 

 

（１）令和２年度エコ・チャレンジ顕彰の被顕彰者につ

いて 

（２）指定喫煙所の状況について 

（３）民間の屋内型喫煙施設に係る整備費補助事業につ

いて 

 

●他地域との連携による取組の推進 
「めぐろエコの森」は、地球温暖化対策に係るカーボン・オフセット26を展望した事業の一つ

として、２０１０（平成２２）年度に友好都市である宮城県角田市の四方山の一角に創設しま

した。 

２０２０（令和２）年度は、植樹した樹木を生育させるため、生育の支障となる下草などの

刈り払いを実施するとともに、獣類による被害を防止するための忌避剤散布を行いました。こ

れらの「めぐろエコの森」整備事業は、みどり東京・温暖化防止プロジェクトの助成を受けて

実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
26 カーボン・オフセット：温室効果ガス排出量のうち、どうしても削減できない量の全部又は一部を他の場所での排出削減・吸収量で

オフセット（埋め合わせ）すること。 

＜めぐろエコの森＞ 

しほうざん 
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◇２０２１（令和３）年度に実施する主な施策の内容 

・環境負荷の低減や環境保全活動のための顕著な取組を行っている区民、団体、事業者など

を顕彰し、地域における環境保全の取組意欲を高め環境と共存するまちづくりの推進を図

ります。 

・地域団体と連携し、支援事業を行うことで地域活動協力者の養成を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トピックス 

トピックス 

SDGs（持続可能な開発目標） 

SDGs（持続可能な開発目標 エスディージーズ）は、２０１５年

9 月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための２０３０

アジェンダ」にて記載された２０１６年（平成２８）から２０３０（令

和２２）年までの国際目標です。持続可能な世界を実現するための１

７のゴール・１６９のターゲットから構成され、地球上の誰一人とし

て取り残さない（leave no one behind）ことを誓っています。 

気候変動や廃棄物などの環境問題だけではなく、貧困や飢餓、経済成長やジェンダーに

至る広範な課題を網羅しており、環境・経済・社会の課題を同時に解決することを目指し

ています。 

ＷＥＢ JAPAN SDGs Action Platform（外務省） 

〔ＵＲＬ〕https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/index.html 

エコライフめぐろ推進協会ホームページ 

〔ＵＲＬ〕https://www.ecolife-meguro.com/ 

ＷＥＢ 

エコライフめぐろ推進協会とは 

１９９５（平成７）年、区民・事業者・行政が連携してリサイクルを推進する組織とし

て「リサイクルめぐろ推進協会」が設立されました。その後、２００５（平成１７）年に

環境全般にわたる事業を行う「エコライフめぐろ推進協会」へと改称し、環境問題に関す

る情報の普及・啓発や環境保全活動をする区民や活動団体などへ支援を行っています。 

２００６（平成１８）年には、区の指定管理者となり、目黒区エコプラザの管理運営も行

っています。 

協会では、エコまつり、環境問題に関する講座、ホームページ「めぐろスマートライフ」

によるエコライフの提案などを行っています。また、目黒区エコプラザでは廃食油やイン

クカートリッジなど、資源回収事業も行っています。 

一人でも多くの区民が環境にやさしいライフスタイルに関心を持ち、さまざまな立場の

人たちがつながっていけるネットワーク作りの拠点となる役割が期待されています。 

 

 


